
1 

Journal Club No.653 Mar 11, 2014 
 

サイレンシングによる糸状菌病害防除は化学農薬の代わりになるか？	
 	
 

本山高幸	
 

 
	
 現在、植物病害の制御は主に化学農薬により行われている。化学農薬による制御において

は、耐性菌の出現や環境への悪影響が懸念されてきており、これらを解決することが求めら

れている。RNAiによる遺伝子サイレンシングは真核生物の遺伝子発現制御における強力なツ

ールとなってきた。RNAiにより病原菌の生育や病原性に必要な因子の発現を低下させること

ができれば､植物病害を制御できるはずである。RNAi による制御の場合、新たな標的タンパ

ク質や耐性菌への対応が容易である等のメリットがあり、植物保護において革命を起こす可

能性がある。今回、最も成功している抗カビ剤の標的酵素である P450 の一種 CYP51 の遺伝

子発現を RNAiにより制御し、糸状菌病害を制御することが可能であることが示された。 
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要旨  
	
 赤かび病は経済的に重要な穀物の病気で、かび毒を生産する Fusarium 属糸状菌が引き

起こす。エルゴステロール生合成に必須なラノステロール C-14α脱メチル化酵素（CYP51

（P450））遺伝子を標的とし、宿主により誘導される遺伝子サイレンシング（HIGS）によ

り病原菌制御が可能かどうかを解析した。Fusarium graminearumは、CYP51A、CYP51B、

CYP51C と相補的な 791ヌクレオチドの二本鎖（ds）RNA である CYP3RNA 処理により、

生育阻害（IC50=1.2 nM）と、CYP51を標的とするアゾール系抗カビ剤 tebuconazole処理の

場合と同様の形態変化を示した。同じ dsRNA をシロイヌナズナ及びオオムギで発現させ

ると、糸状菌感染に高度耐性になった。CYP3RNA 発現葉での菌糸形成は接種部位に限定

された。この糸状菌生育阻害は、植物内での CYP51 に対する siRNA 生産や糸状菌での高

効率な CYP51遺伝子サイレンシングと関連していた。以上の結果から、CYP51遺伝子を標

的とした HIGSは、糸状菌病害制御において化合物処理の代わりになることが示唆される。 
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